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　 20年来、世俗化 （secularization ）1）をめ ぐる論議が、宗教学者や社会学者、神学者等に よっ て

活発 に行わ れ て きた 。 しか し、今 日 で は 世俗化論の脱神話化 が 云 々 され る ように、世俗化論 の

展開は行 き詰 ま っ た観 が ある。そ れは 、 従来の 宗教学や 社会学の 理 論や概念 、 分 析枠組で は 、

世俗化 とい う現 象を十分 に 捉え られない とい うこ とで もある。社会心理 学や心理 学、また 、哲

学や文 化人類学等に よ っ て も、十 分 に 研 究され なけれ ば な らな い 問題 で ある こ とを、明 らか に

して い る。

　欧米で の 議論 が 、 日本にお い て は妥当 しな い 点 も明 らか に され て い る。また、欧 米 で の 世俗

化 の 状況認識 に も変化 が 見られ た こ とが 、世俗化論 に水 をさす結果 にな っ て い る。従来の 宗教

社会学では 、

一般 に超 自然 的で超 経験的 な存在 に対する、また 、 俗か ら峻別 され た聖な る もの

に対す る、観念や態度、行事 の体系 を宗教 と定義す る。ある い は、世界 と人間に関す る統一的

で 究極的 な意味 の 体系 を、宗教 と定義する 。 それ らの 体 系 を支持 し普及 する組織や 制度、文 化

を 、 宗教社会学は研究対象に して い る。そ して、宗教 と社会 の 関係 を問 うこ とが 中心的課題 で

ある 。 したが っ て、宗教社会学 に と っ て 世俗化 は避 け て 通れ ぬ 問題で ある 。 こ の 小論で は 、世

俗化論 が提起 した 問題 を検討 した い
。

　世俗化 とは、広義 には宗教 との 関連で社会変動の 全体 を表す概念で ある。元来 は歴史的な概

念で あ り、当初 は政治 と宗教の 分 離を意味 した 。 次 第に 、政治 、経 済、教 育、文化等の 、教会

の 支配か らの 解放、また、近代化 に伴 う宗教一般の 社会的機能の 後退 を意味す るよ うに なっ て

きた 。反面、教会側 の世俗社会 に対す る適応 をも意味 して い た 。

　歴史的事実 と して は、世俗化 は、宗教改革運動に よる ロ
ー

マ 教会の 組織や制度か らの 脱却 に

よ っ て進展す る 。 また、宗教改革後の 宗教戦争 に対す る反省等 を契機 と して展開 され た 、 啓蒙

思潮 にお ける宗教的寛容の 表明 に、世俗化 は近代 的 な理 念 を獲得す る 。 不完全で はあ っ たが 、

西 欧で はキ リス ト教会や キ リ ス ト教神学 の 、政治お よび 社会生活全般 に お ける相対化 が 進 む 。
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19世紀か ら20世 紀に か けて 、 世 俗化は宗教 と社 会の 関係 を表す 、 す ぐれ て社会科学的 な概念に

なる 。 こ の よ うな事実判断に基づ く概念化 と並行 して 、世俗化 は キリス ト教会や キ リス ト教神

学の 影響 力に対す る批判的なス ロ ーガ ン として 、また 、教会側 に と っ て は危機意識 を象徴す る

価値判断に基づ く概念化 も見られ 、現代に至 っ て い る 。

　伝統的な社会か ら近代的 な社会 へ 、宗教 の 役割が大 き く変化 して きた こ とは明 らか で ある 。

伝統的な社会 では、人々 の 生活が 全面的に宗教 ある い は宗教 的なもの に よっ て覆われ て い た 。

近代的な杜会 では、政治、経済、科 学 、 教育等が 、宗教以上 の 役割を果た して い る 。 宗教 と社

会 の 関係 を問 う時、社会変動に伴 う宗教の社会的機能の 変化 が 問題 にな る 。 特に 、 歴史上か つ

て な い 急激 な社会変動 （産業化 、 都市化 、情報社会化、国際化等）を経験 して い る、20世紀後

半 の現代社会 にお い て、宗教 の社会的機能の 変化は著 し く、宗教学者や社会学者、神学者等に

大 きな 関心 を惹 き起 こ した 。

　宗教は益々 その 社会的機 能を縮少 させ 、 宗教その もの も急激な衰退傾向に あるの で はない か 。

宗教そ の もの は永遠不変で あっ て 、その 社会的機能を変化 させ て い るだ けで は な い か 。 宗教は

個 人意識の なか で、む しろか つ て な く深化 され 純化 され て い る の で はな い か。世 俗化の 実態の

認識に お い て、諸説粉 々 の 状況が 1960年代か ら1970年代 の 欧米 を中心に 見られ 、日本で もそ の

影響を受けて 同様の 状 況が 見 られ る こ とに なる 。

　現代社会に お い て世俗化 とは、狭義に とれば伝統的な宗教 の 衰退 傾向 （イ ス ラ ム 圏や 開発途

上 国、 未開地 域 を除 い て）で あ る 。 また衰退 傾向に伴 う宗教の 個人化 （individualization）、私

化 （privatization）で ある。しか し、そもそも宗教 の 概念をど の ように定義する の か 。 組織や 制

度 として の 宗教 、文化 として の 宗教、個人意識 として の 宗教等、相互に 関連 しなが ら社会的な

宗教現象 として現れ て い る もの を、ど の ように科学的に分析するか 。 従来の 宗教 と社会変動 に

つ い て の 研 究に、世俗化 をどの よ うに位置 づ けるの か 。 また、宗教集団の類型論 は役 に立 つ の

か
。 世 俗化 をめ ぐる問題 の 難解 さ を示 して い るが 、 同 時に 、

こ れ らの 疑問に再検討 の 機会 を与

えた こ とは、世俗化論 の 貢献で あ っ た と言 える 。

　 1960年代、欧米先進諸国に お け る伝統的な宗教の 衰退、つ ま り世俗化 は共通 に して 見られ た

現 象で ある 。 多くの 実証的研究に よ っ て裏付 けられ て い る 。 例えば、ギ ラ ッ プ・レ ポ
ー

ト
2｝に お

ける
「宗教が アメ リカ人の 生活に 与 える影響 」 や 「教会出席率 」 等 の 調査結果 を見 る と、1950

年代の 後半か ら1970年 まで 、
い ずれ も著 しい 減少 を示 して い る。 宗教 が アメ リカ人の 生活に与

え る影響が 強 まりつ つ ある と答 えた 人々 の パ ーセ ン テ
ー

ジは、1957年 の 69％か ら 1970年の 14％

に減少 し、逆 に影響が 弱ま りつ つ ある と答 えた人 々 の パ ー
セ ン テ

ー
ジ は、1957年の 14％か ら1970

年 の 75％ に増加して い る 。 また、教会出席率は 1955年の 49％か ら1971年の 40％に減少 して い る 。

　こ の ような状況 を受 けて 、世俗化論 の 旗手、神学者の コ ッ ク ス （Harvey　Cox，
1929〜）は 、

国際的 なベ ス ト・セ ラー
に な っ た問題作 『世俗都市』 を1965年に 出版する。 コ ッ クス は述べ て

一 78 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Shukugawa Gakuin College

NII-Electronic Library Service

Shukugawa 　 Gakuin 　 College

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 寺林 ：世俗化 に つ い て
一

宗教社会学の 課題一

い る。「
都 市文 明の勃興 と 、 伝統的宗教の 没落 、 こ の 二 つ はわ れ われの 時代の 、 特質を証明 する

二 つ の 中心的な しるしで あ り、共に緊密 に係 わ りあ っ て展 開 して い る動 きで ある。

……伝統的

な諸宗教 の 神 々 は依然 と してプ ライベ ー トな迷信の 対象 として 、 ある い は特定集団 の 守 り神 と

して生 きなが らえて い るが 、しか し、 もはや 世俗的 な大都 会の公的 な生活の なかで は、何 ら重

要な役 をつ とめ る こ とは な くな っ て い る 。

……多元主義 （pluralism）と寛容 は世俗化 の 落 し子

で あ っ て 、 社会が その 市民た ち に対 して 、 ど の ような特定の 世界観 をも強制するの をい さぎよ

しと しな い 。 」
3，

　 コ ッ クス は 、世 俗化し た社会の 形態を、流動性 と 匿名性 に お い て 特徴づ け る 。 また、そ の 様

式は 、 伝統的宗教の 社会統合的な機能の 衰退 と して捉 え る 。 都 市社会の コ ス モ ポ リタ ン 的 な複

雑 な出会 い こ そが 、人々 の 生活様式を多元化 、多様化 して 、宗教 の 統合力 を失わせ る。こ の よ

うな認 識は デ ュ ル ケ ム （亘mile 　Durkheim
，
1859〜1917）以 来、つ と に論 じ られて きた 。 世 俗化

が直接 的に社会の 非宗教化 を意味する訳 で はな い とこ ろに、 コ ッ ク ス は注 目する。 「世俗化 は、

人間が 自分 の 関心 をあの世 か ら、こ の 世界、こ の 時代 （Saeculum）に転 ずる 時に起 こ る の で あ

る 。

……宗教は公 の もの では な く 、
プ ライベ ー

トな もの に な り、 特定 の 個 人や集団 の 固有な特

典 （prerogative）で あ り、物 の 見方 として受 け入れ られて い る 。 」
4｝コ ッ クス が 述べ て い るよ うに、

現代 人 は伝統的宗教の 権威的で拘束的な価値観か ら解放 され て、個 人的な価値を志 向するよ う

になる。

　神学者で ある コ ッ クス に と っ ては 、 世俗化は ある意味 で無意識 的で即 自的な宗教意識 を 、 自

覚的で対 自的な宗教意識に転換 させ る契機 である。世俗化 の 時代 こ そ、宗教 の 本来 の 姿、真価

が 発揮 され るはずで あると考 える。 こ の ような観点か ら コ ッ クス は、キ リス ト者の 実存の 革新

と、変動する社会 にお ける神学を展望 して い る。

　 コ ッ ク ス に次 い で 、 宗教社会学者ル ッ ク マ ン （Thomas 　Luckmam ，1927〜）は 、
1967年 、 欧

米お よび 日本の 学界に 大 きな衝撃 を与 えた
『
見 えな い 宗教 』 を著 し、世俗化 を積極 的に評価す

る。ル ッ クマ ン は、師で ある現象学的社会学 の 先駆者 シ ュ ッ ツ （Alfred　Schutz，1899〜1959）

の 、「間主観性」 （lntersubjektivitat）5）に よる現実の 社会的構成の 理 論 を継承 して い る 。 ル ッ ク

マ ン の 結論 を先取 りする と、ル ッ ク マ ン は 哲学的人間学的なア プ ロ ーチに よっ て、世俗化 を宗

教の 衰退で は な く、教会志向型の 宗教 （見 える宗教）か ら、個人化 された宗教 （見 えな い 宗教）

と い う新 しい 形態 へ の 変化で ある と考 える 。

　 ル ッ クマ ン は、宗教社会学 にお ける経験的研究に対す る批判か ら、論 を起 こす 。 宗教 の 衰退

を実証 して い る 経 験 的研 究の 多くは 、宗教意識 の 客観的 な もの として教会出席率に 過 度の 信頼

を置 い て い る 。 また、宗教意識の 主観 的なもの として は、教会に対す る意見や態度 で確認 して

い る 。 しか も、調査方法 は精密さ を欠 い て い る。宗教 と教会 の 単純 な同
一視が行わ れ、教会組

織等 に対す る好悪の 数量化に よっ て宗教 その もの が捉 えられ、宗教の 衰退が導 き出されて い る。
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「
制度上定め られ た規範を客観 的に遂行する こ と と 、 個 人の 内面世界 の 全体像 の なか で 、 教会

志向的な宗教意識が ど の ような社会 ・心理的現象 として現れ るか とい うこ ととの 安易な結合」
6）

を、ル ッ クマ ン は 批判する 。 教会志向的な宗教意識 を、個人の 宗教 的な意味体系 を含む宗教意

識全般 と同
一

視すれ ば 、 宗教の 個 人化 は捉えられ な い
。

　「教会志向的な宗教 は、現代社会 では もはや周辺的 な現象 とな っ て しまっ た 」
7）と、ル ッ クマ ン

は認め て、世俗化を分 析する 。

「
教会宗教に よっ て 制度化された 価値は 、特定の 行為体系 に と っ

て の 規範で は なか っ た。……その 価値 は、あらゆ る制度上の 規範、つ ま り日常生活の 諸領域で

個人の 行動 を決定 し、個 人の 経歴に その つ ど影響 を与える規範 を超越 し、それ らの 規範 を上か

ら規制する もの で あ っ た 。

一
方 、

工 業化 と都市化 （世俗化 の 主要原因）とは 、 制度上の 専 門化

へ の道 を押 し進め る過程 であ り、さまざまな制度的領域 にお ける規範 を上位体系で ある宗教的

価値の 影響か ら、ともすれば解 き放そ うとする過程 で あ っ た 。 」
8）

　 ル ッ クマ ン に とっ て 、 教会志向的な宗教の 衰退は世俗化問題 の
一

側面で ある 。
ル ッ クマ ン の

関心 は 次の 言葉 に表明 されて い る 。

「現代文化 に アーチ をか ける最有力な価値 とは
一体何か 、こ

れ らの 価値の 社会的 ・組織 的基盤は何 で あ り、 そ れが現代人 の 生活 に お よぼ す機能は何 か 。

……

む しろ、社会的に 客体化 された意味宇宙に 関 して 、世俗化が もた らした もの は
一体何 なの か を

問 うこ とが 肝要なので ある。」
9）

　 ル ッ クマ ン は、教会志 向的な宗教 とい う特殊化 され た 宗教形態に とらわれ ず、世俗化 を契機

として 、 宗教現象の 本質 に迫 る 。
つ ま り個人にお い て、歴史的 な社会形態 として の 宗教以上の

もの を求め る 。 それ は、宗教の 人間学的条件 を確定す る こ とで ある 。

　ル ッ クマ ン に よる と、
「
宗教の 根源 は 、人 間学上 の 基本的事実、すな わち、有機体 と して の 人

間が生物学的性質 を超越す る と こ ろに ある 。 」
1°）

人 間は他者 との 対面状況で の 相互関係 によっ て、

自己 の 経 験 を相対化 し、一連 の 社会関係 に よ っ て、過去 ・現在 ・未来を結び つ けて社会的 に規

定された倫理 的生 き方 を育て る 。 こ の 間主観性 を母体 とす る意識 と良心の 個性化 にお い て 、人

間は生 物学的性質を超越する 。 人間 の 社会化が 宗教的で ある 。

　こ の ような社会過程 は、「客観 的な世界観 を構築 し、聖 なる宇宙を分 節 し、一
定 の 状況下 で宗

教 を制度 と して特殊化する 。 」
11）宗教の 個 人的現象に お い て 、宗教の 社会的形態が 成立 する訳で

あるが 、 人間は既 存の 歴史的 ・客観的な世 界 観の なか に生 まれ 、 社会化の 過程 を通 じて世 界観

を内面化す る。言 い 換 えれば、社会 的に客体化 された意味体系で ある象徴 的宇宙 （コ ス モ ス ）、

ある い は そ の 聖 なる宇宙 を含む世界観 の 、特殊化 された 歴史的制度が既存の 宗教で ある。し た

が っ て 、世 界観は個人 に と っ て主観 的 ・内在的な実在 で あり、同時に客観的 ・超越的な実在で

ある 。 人間は社会化 に よっ て、ある特殊な宗教表象の 形で聖 なる宇宙、 世 界観 を内面化する 。

そ こ には個 人的な差異化 を伴 うが、そ の 主観的な意味体系こ そ個人の ア イデ ン テ ィ テ ィ の 構成

要 因で ある 。 人間の 社会化に よ っ て社会は組織化 される訳で あるか ら、聖 なる字宙は社会秩序

を統合 し維 持する と共 に 、 個人 のア イデ ン テ ィ テ ィ を保持 して い る。12）
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　宗教の 歴 史的 ・制度的特殊化 が成立 して い る社会で は 、宗教 が
一

貫 した意味体系 を作 りあげ、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 f

公 的な宗教 モ デル （教義や儀礼、社会倫理 等） を発展 させ る。公的 な宗教 モ デ ル に個人 は杜会

化され 、 内面化 された モ デル が個人の 生活の なかで、一般的全体的 な意味世界 を維持する 。 し

か し、公的な宗教モ デ ル の もつ 意味の
一

貫性 と、その 個人意識に 対す る説得力は、現代で は危

険に さ らされて い る。1s｝「人々 の 心理を特殊 な様式に 鋳型す る教会志 向型 の 宗教意識の 強化、お

よ び 、 特殊 な宗教的規範の 履行の 日常化、こ の 二 つ が結び合 っ て、い わゆ る世俗化 の 芽生 えへ

の 主要 な因子 となる。」
14）

　全体社会 レベ ル で 言えば 、社会体 系の 機能分 化 に よ っ て 、 社会 と人 間の 関係に根 本的 な変化

が 生 じる 。 文化体系や パ ー
ソナ リテ ィ体系が社会体系か ら分化する と、つ ま り宗教 の 制度的特

殊化 が進展す る と、個人は益 々 自律化 し、宗教は個 人化する 。

「
宗教の 制度的特殊化 は、個人に

対する聖な る宇宙お よび社会秩序一般 との 関係 を変形す る 。 」
15） 「

宗教の 制度的特殊化は他の制

度的領域の 特殊化 と並 ん で 、宗教 を主観的 ・私 的実在 へ と変 えて行 く出発 点で ある 。 現代の 宗

教状況 は、こ の 動向の 頂点に達 して い る 。

……
宗教は私 の 事柄に な っ た 」

16 ）と、ル ッ クマ ン は 述

べ て い る。

　ル ッ クマ ン の 宗教の 定義は、人間が 自らの 存在 に意味 を与 える観念の み ならず、観念体系全

体 を指す為 に、それは また 人間性一般 と同義的で ある為 に、研 究対象 と して の 宗教が 非常に拡

大 され瞹味 に なる との批判 は ある 。 しか し、従来 の 宗教 の 概念に再検討 を求 め る結果 に な っ て

い る 。 また、人間の 主観 的過程 の社会的客体化 と、社会的に客体化 され た現 象の制度化 とが、

社会 的実在 を形成 した時に 、その根拠で ある人 間の 主観的過程 に ど の よ うな影響 を与え るか を

論理 的に求め て、宗教の 個人化 を明 らか に した意義は大 き い
。

　 とこ ろで、パ ーソ ン ズ （Talcott　Parsons，　1902〜1979）等の 構造一機能主義の社会体系論で

は、宗教 の 機能分 化 も社会体系の 統合 と調和 的 に 論 じる 。

17｝ル ッ クマ ン は 、宗教 の制度的特殊化

の 結果で ある個 人化 した 価値 として の 宗教 を提起する こ とに よ っ て、社会体 系論 にお け る社会

の 倫理的秩序 の 前提 として の 宗教機能を補 完 して い る 。 それ は社会 体系 に 対 して相対的に 自律

して い る為に、社会体系 の 統合 を直接的に 脅か す もの で は な い
。 個人 化 し た 宗教は 、 世 俗化 の

過程、特に情報社会化や 国際化に よ っ て デ ュ ル ケ ム の 言 う
「
人格の 崇拝」 に 向か うか もしれな

い し、ニ
ー

チ ェ （Wilhelm　Nietzche ，
1844〜1900）の 「

ニ ヒ リズ ム 」 に 向か うか もしれ な い
。

ル ッ クマ ン の 世 俗化論は 、社会体系論の 社 会概念に 対 して 新しい 社会概念 を示唆 して い る。ま

た、西欧の プ ロ テ ス タ ン ト的 な個人 主義に対 して も、新 しい 個人主義を提起 して い る 。

　ル ッ クマ ン と共 に シ ュ ッ ツ に学ん だ
、 現代ア メ リカを代表する現象学的社会学者バ ーガー（Peter

Berger
，
　1929　一一）も、 1967年 に 『聖 な る天 蓋」 を著 し、世俗化論 を展開す る 。

　聖 なる天蓋 （sacred 　canopy ＞ とは、近代 人 の 象徴的宇宙で ある神話一
神学体系 （コ ス モ ス ）

で ある 。 それ は、社会的な現実世界 を超越 的 に 意味 づ け る世界観で あ り、か つ て は絶 えず伝統
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的な宗教 によっ て構築 され維持 されて きた 。
バ ー

ガ
ー

は この タ イ トル によ っ て 、 伝統的な コ ス

モ ス と同 時に、未来の 可能性 として の コ ス モ ス を もイメ ージ して い る。バ ーガー
は、ル ッ クマ

ン と同様に師で あるシ ュ ッ ツ の 社会的構成 の理論 に立脚 して、世俗化 を宗教 の 神聖性 との 関連

で捉 えて い る 。 結論 的に は、伝統的な宗教の脱神聖化 に よる世俗社会 （現実社会）の 自律化 を、

世俗化 と見て い る。また、個人 の 自律化 も同様 に 。

　「世俗化 とは、社会 と文化の 諸領域 が 、宗教 の 制度や 象徴の 支配か ら離脱するプ ロ セ ス で ある 。

・…社会 と文化に世 俗化 が ある よ うに、意識 に もある種の 世俗化が ある 。 要す るに、現代世界

は 、 世 界 と自分 の 人生 を宗教的な解釈の 恩 恵なしに 眺め る人々 を、益 々数多く生 み 出して きた

とい うこ とで ある 。 」
IS）

　バ ー
ガ
ー

に よ る と、世俗化の主要原因は西欧社会 の 資本主義 的産業化で ある が 、西欧の 宗教

的伝統 そ の もの の 内部 に も、世俗化の 種子 を求め て い る 。 ウ ェ
ーバ ー（Max 　Weber

，
1864　一一　1920）

の 宗教倫理 と経済活動 の 関係 につ い て の 理 論 を継承 して い る 。 伝統的な宗教 （キ リス ト教）が 、

世 界 と人間、人生 に い か なる意味 （神義論 theodicy）を課 して きた か 。それが 西 欧世界の 合理

化や世俗化 に 、
い か に機能 した かで ある 。

　ウ ェ
ーバ ー

は、プV テ ス タ ン ト、特 に カ ル ヴ ァ ン 派が 「予定調和説 」 に よっ て 、救い の 確証

として 神か らの 召命で ある職業に精励する と こ ろ の 世 俗内禁欲 、 こ れ が資本主義の精神で あ る

勤勉や 節約 に 結び っ き 、 資本主義 を成 立 させ た と言 う。バ ーガ ー
は、カ ル ヴ ァ ン 派の被 虐愛

（masochism ） に注 目する 。 現実世界の あ らゆ る不条理 ・不合理 な現象を、 宗教的正 当化の 手

段 に よっ て 説明 する の が神義論で ある。「神 に対す る密か な批難 （不条理 ・不合理 を課せ られた

人間、つ ま り罪 ある人間の 神 の 正 義 に対す る疑義）が転 じて、人間に対す るあか らさまな批難

にな り変わ る 。 こ の 奇妙な逆転の なかで神義論上の 問題は抹消 されて、代 っ て人義 （anthropodicy ）

の 問題 が現 れて くる 。

……こ の 逆 転 にお い て こ そ、聖書宗教の 展開 に内在する モ チ
ー

フ の ひ と

つ を見 る 。

……未来永劫 か ら僅か ば か りの 人 を救 い の 対象に 選 び 、多くの 者 を地獄 の 運命 に 追

い や る とい う神 の 仮借な い 勧告 を喜 び 讃える カ ル ヴ ィ ニ ス トは、お そらく宗教史上の 最 た る被

虐愛的態度 の 頂点 で あろ う。 」
19 ）

　 ウ ェ
ーバ ー

が 、 カ ル ヴ ァ ン 派の
「予定調和説 」 に限定 して、その 歴史的役割 を論 じた の に対

して、バ ーガ ー
は、カ ル ヴ ァ ン派の 被虐愛にそ の 論拠 を求めて い る。2°）

　 さて、ル ッ クマ ン が 宗教 の 機能論的な定義を行 うの に 対 して、バ ーガーは 、宗教の 本体論的

な定義 を行 う。 ル ッ クマ ン は 、 宗教を人 間の 象徴的な自己超越 と見なすが
、 それ は人間的資質

で あるが故 に、本来的 に人間的な もの は 宗教的 とな る 。 ル ッ クマ ン の 宗教の 定義 の効 用を、バ

ーガー
は疑 う。

バ ー
ガ

ー
は、自己超越 の 様式 とそれに付随す る象徴的宇宙 を区別 し、後者 の 聖

なる宇宙 （コ ス モ ス ）に よっ て宗教を定義する 。

　「
宗教 とは 、 そ れに よっ て神聖 な コ ス モ ス が 確立 する人間の 事業で ある 。 別 の 言 い 方をすれ ば、

宗教は神聖 な様式に お ける コ ス モ ス 化で ある 。 」
21 ）こ の 定義は、バ ー

ガ
ー

がオ ッ トー（Rudo］f　Otto
，
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　寺林 ：世俗化 に っ い て
一

宗教社会学 の 課 題一

1869〜1937）とエ リア
ー

デ （Mircea　Eliade，1907〜1986）の 宗教の 定義 を援用 した もの で ある 。

とこ ろが、世俗化 に よっ て もた らされ た 、多元化 した 現代社会 を捉える為 に、デュ ル ケ ム や エ

リア
ー

デ の 聖俗 （the　sacred 　and 　the　profane） 二 元論 に対 して 、カ オ ス （chaos ）・コ ス モ ス

（cosmos ）
・
ノ モ ス （nomos ）の 三元論の 立場 を取 る 。

　 ノ モ ス とは、世俗 的な社会秩序 を支配する制度化 された 世界で あ り、社会規範 の レ ベ ル に総

体的意味づ けを果 たす日常的秩序で ある 。
コ ス モ ス とは、既に述べ た よ うに、ノ モ ス を超越的

に正 当化す る意味で の 規範的秩 序の 世 界 で あ り、象徴的世 界 と して の 宗教的な聖 な る宇宙で あ

る 。 それ ら を含 む 世 界観 と言 っ て もよい 。カ オ ス とは、秩序性 を有する ノ モ ス と コ ス モ ス に対

して、根源 的に対立 する混沌 で ある 。 それ は、創造神話 に み られ る ように、また宗教 的に 強 く

忌避 され るが 故に、宗教 的カテ ゴ リー
で ある。22）

　デ ュ ル ケ ム は 、

「宗教 とは、神聖すな わ ち分 離 され禁止 された 事物 と関連す る信念 と行事 の 連

帯的な体系 である 」
23） と 、 定義づ けて い る ように 、 聖 と俗の 二分法 を宗教の 特質 として い る。 聖

なる もの は コ ス モ ス を表象す る もの で あ り、俗なる もの は ノモ ス を表 象する もの で ある 。 デ ュ

ル ケ ム は、社会的規範や制度 として の ノ モ ス が解体 した と こ ろ に、カ オ ス と しての ア ノ ミ
ー

憮

規範、無規制〉を見て い るが 、ア ノ ミ
ー

は ノ モ ス に含 まれてお り、デ ュ ル ケ ム の 聖俗 二 元論は

コ ス モ ス と ノ モ ス の 二 元論で あ る。

　 エ リア
ー

デは 、
コ ス モ ス に対 する カ オ ス の うちに俗 を含 め て い る が 故 に、エ リア

ーデの 聖俗

二 元論 は コ ス モ ス とカオ ス の 二 元論で ある 。

「宗教的人間に と っ て 空間は均質で は ない 。……こ

の 宗教的経験は 、

一
つ の 原初的体験 を表すもの で あっ て 、われわれは これ を世 界 （コ ス モ ス ）

の 創建 と同一視 して よか ろう。……
こ の世界 は、俗 なる空間の 均質的相対性の 混沌 （カオ ス ）

の なか には決 して成 立 しな い 」
24＞ とエ リアーデは述べ て い る。

　バ ーガ ー
に よる と、伝 統的な宗教 （キ リス ト教）は カ オ ス を最 も忌避する もの と して、人間

と社会 を守 る為 に コ ス モ ス を堅持 して きた が 、世俗化 は こ の 聖なる コ ス モ ス を侵 蝕し喪失 させ

つ つ ある。「世俗化は近代人 にほ とん ど全 く新し い 状 況 を もた ら した こ と に な る 。 お そ らく歴史

上 は じめ て 、世 界 に対する宗教 的正 当化作用 が 単に 数少 ない 知識人 た ちや他 の マ ージ ナ ル ・マ

ン の あい だ で そ の 信 憑性 （plausibi］ity）を喪失 して しま っ たばか りで は な く、社会全体 に わた

る広範 な大衆の あ い だ で もその もっ ともらしさを失 っ て しま っ た。」
25＞世俗 化による多元的状況

は、競合 的な信憑構 造を増加 させ 、益 々 宗教的 内容 を相対化 する。「宗教の 非独 占化 は、社会心

理的で あ りつ つ も社会構造的な過程の 一
つ で ある。

……宗教的伝統は社会全体 を覆うシ ン ボ ル

と して の性格 を失 っ て しま っ た の で あ っ て、社会は そ の 統合の シ ン ボ ル 体系 を別 の と こ ろで探

さね ば ならな い の で ある 」
26 ） と、バ ーガ ーは 述べ て い る 。

　現実世 界 の
一

切 の不条理 ・不合理 に意味 を与之、 人々 を強引に も納得 させ て きた伝統的 な宗

教。人間に とっ て宿命的な死 に代表 される
ド
限界状況J （Grenzsituation）2’）の カ オ ス を克服する

力で あっ た伝統的な宗教。そ の 聖なる コ ス モ ス に代 わ る もの と して 、自然科学的な世 界観や 合

一 83 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Shukugawa Gakuin College

NII-Electronic Library Service

Shukugawa 　 Gakuln 　 College

理主義の 精神 、 人類愛等が 広 ま っ て い るが 、 その現 実世 界の 規定力 には 限界が ある 。 例 えば 、

科学主義や合理 主義、人間主義等は、歴 史上に 実例が ある ように容易に イデオ ロ ギー
に堕する

危険性 に 満ちて い る。

　 日常的 な意味秩序で ある ノ モ ス は、ノ モ ス を超越的に正 当化する意味秩 序で ある コ ス モ ス の

力 を借 りずして 、存在で きな い
。

バ ーガーに よれば 、現代 人は世俗化 に よっ て コ ス モ ス を喪失

し 、 ノ モ ス に内在的なア ノ ミ
ー

の 危機的状況 （社会規範の 動揺や 崩壊 に よっ て 生 じる無規範状

態、ある い は その結果で ある、人間の 欲求や行為の 無規制状態）に直面 して い る 。 それ はカ オ

ス に通 じ る 。 実 存的に 不安 と混乱の 状況 に置か れ て い る 現代人 を、バ ーガ ー
は

「
故郷 喪失者」

（homeless　mind ）
28｝と呼ぶ 。

　 バ ー
ガ
ーの カオ ス

・
コ ス モ ス

・
ノ モ ス の 三 元論 は、混沌 （カオ ス ）と秩序 （コ ス モ ス ・ノ モ

ス ）の 対 立 と、日常性 （ノ モ ス ） と非 日常性 （カ オ ス ・コ ス モ ス ）の 対立 との 、動的関係を表

して い る 。
バ ー

ガ
ー

は 、 そこ で主観的現実 と客観的現実 との 弁証法的な相互媒介機制 に注 目し

て お り、ウ ェ
ーバ ー的 パ ラダイム とデ ュ ル ケ ム 的パ ラダイム の 統合 を試み て い る と言え る。人

間 の 主観的意味の 外在化 （externalization ）に よ っ て 、客観 的 な社会現実 を構 成 して 客体化

（objectivation ）が行 われ、その 現実 を内在化 （internalization）す る こ とに よ っ て、人間は社

会的存在 となる。こ の 社会の 基本的な弁証法的過程 を、宗教的経験の 世界にお い て展開 した意

義は大 きい 。

　世俗化 に よる伝統的な宗教 の 衰退 に伴 っ て 、宗教が 個 人化 し、内心倫理 化する訳で あるが 、

ル ッ クマ ン とバ ー
ガ
ー

は、宗教の 深化や純化 と裏腹に 、宗教が 好み や 趣味の 問題 に なる こ と も

指摘 して い る 。 ル ッ クマ ン は現代 にお ける宗教 の 可能性 を、1983年 の 『現象学 と宗教社会学』
29 ）

等にお い て 、
バ ー

ガ
ー

は 1979年 の
『
異端の 時代』

3°｝等にお い て模索 して い る 。

　セ ク ト研 究か ら出発 して
、 宗教集団論 を展開 して い る宗教社会 学者 ウ ィ ル ソ ン （Bryan 　Wi 玉son ，

1926〜）は、1976年の 『現代宗教の 変容 』 に お い て、「世俗化 は社会体 系の 構造的分 化 一 すな

わ ち、社会的活動 の 種 々 の 領域が特殊化 ある い は専 門化 され た 形態へ と分 離する こ と
一

と関

連 して い る。こ の 過程 は技術の 発達 と労働の 分業の 進展 に伴 っ て起 こ る」
31） と 、 述 べ て い る 。 既

に 、1966年の 『世俗社会 の宗教 」 に お い て、宗教的諸制度や 行為、意識の 社会的影響力の 喪失

過程 が 、世俗化で ある と定義 して い る。また 、科学技術 の 発達や 農村 か ら都 市へ の 生活基盤 の

流動化に、世俗化の 要因を指摘 して い る 。

32）

　 ウ ィ ル ソ ン は、セ ク ト研 究 の 専門家で ある 。 セ ク ト（sect ）とは、個 人的な体験 的信仰や信仰

の 主観的解釈 を重要 と考 える 人々 が 、自発 的に 集ま っ た結社 的宗教集団で ある 。 それ は 、 チャ

ー
チ （church ，伝統的な既 存の 正統教会）か らの分派的 ・異端的な宗教集団で あるが 、 社会的に

制度化 され る とチ ャ
ーチに発展す る。ウ ィ ル ソ ン は、社会体制

一
般の 秩序原理 を体現 して い る

チ ャ
ーチ に対するセ ク トの 形成 を国際比 較 して い る。また、世俗化 に お ける、チ ャ

ーチや セ ク
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一

ト、カ ル ト （cu］t，セ ク トよ りも小規模で 、神秘的儀礼等を重要 と考 える新宗教集団）等の社会

統合的な機能に つ い て考察 して い る。

　 ウ 4 ル ソ ン に よる と、「宗教 の 現代的変容 を論ず るに当た り、私 は二 つ の 点に問題 を集約 した 。

すなわ ち、世俗化お よび古 い 信仰の 衰退 と い う点 と、セ クタ リア ニ ズ ム （sectarianism ）、
つ ま

り新 しい カ ル トの 勃興 と い う二 つ で ある。」
33） チ ャ

ーチの伝統的な宗教諸制度が その 社会 的意義

を喪失 し、 そ の 宗教文化 が信用 をな くすに つ れ て 、 新 しく特殊 な数 多くの セ ク トや カ ル トが 出

現 して くるこ とを、ウィ ル ソ ン は欧米 の み ならず、国際的現象 として指摘 して い る。

　 ウ ィ ル ソ ン は、次の よ うに分析す る 。

「
カ ル トは人類全体の 為 に、既存の 文化 に代わる別箇の

文化 を提供する とい うよ りも、む しろ 自分 で 選択 して カ ル トに参加 した少数者の 為 に、こ れま

で と異な っ た 生活方法 を教 えるだ けであ る。」
34） カル トはか つ て の チ ャ

ーチや セ ク トの ように 、

社会統合的 な機能は 発揮せ ず、宗教 の復興や社会の 再編 成には役立た ない 。世俗化に よるチ ャ

ーチや セ ク トの 衰退 と、カル トに対する失望 か ら、ウ ィ ル ソ ン は、
「
宗教は常に滅ぶ べ きもの で

ある。現代社会 にお い て 、宗教が再生するか ど うか は明 らか で は な い 」
35》 と 、 述べ て い る 。

　 ウ E ル ソ ン に お い て、ル ッ クマ ンやバ ーガーの 言 う宗教の 個人化や内心倫理化は視野に ない 。

ル ッ クマ ン や バ ー
ガ
ー

にお い て は、世俗化 に よる宗教集団の 盛衰は む しろ副 次的 な問題 で ある 。

ウ ィル ソ ン に お い て は 、そ の 盛衰を国際的比較 も駆使して実証的に検証する こ とに関心 が ある 。

　 ウ ィ ル ソ ン は 、 欧米の
一

神教の 宗教的伝統 と東洋の汎神論の 宗教 的伝統 とが、世俗化 の 促進

に 異なる影響 と結果 を与えて い る と、述べ て い る。バ ーff−一も論 じて い るよ うに、古 くは ウ ェ

ーバ ー
や トレ ル チ （Ernst　Troeltsch， 1865〜1923＞が論 じた ように 、キ 1」ス ト教 その もの の な

か に 伝統的 な道徳的共同体 の精神 を弱体化 させ 、世俗化 を促進させ る要因が含 まれ て い る。異

教徒や 異端に対する非寛容は、共 同体 的な特殊 主義を破壊 する 。 排 他主義的な普遍主義の為 に 。

また 、感情 よ り信念に重 きを置 くが故 に、主知主義的 な合理 主義を発 展させ る 。 また 、 行動 的

な世俗主義 は権力志 向に よっ て政治に結 び つ く。 特にプ ロ テス タン トや、多 くの セ ク トで は 。

つ ま り、キ リス ト教は 自らを破壊 して きた とい う訳 で ある 。

　他方、仏教 に代表 され る東洋の 汎神論 は、そ の 寛容性 の 故 に世俗 的 ・政 治的関心を欠如 して

お り、世 俗化 によ る伝統的な宗教の 衰退 は深刻 では な い
。 また、宗教的分 野 と他の 分野の 分離

や 対立 は 弱 く、む しろ親近的で す らある 。 ある い は 、諸宗教問に お い て も、個人的宗教意識内

部にお い て も、 多様な共 存が見 られ る 。 ウ ィ ル ソ ン に よれば 、 宗教が個 人に お い て も社会に お

い て も十分 に機能して 安定化が 期待 で きるの は 、東洋、特に 日本 に お い て で ある と言 う。「
ウ ィ

ル ソ ン は、外向的で 道徳に 関心を抱 く日本の 新宗教運動 と、よ り限界 が 多く、世俗 と妥協 して

い る欧米の それ とを厳密に 区別 して い る。」
36）

　 日本の 宗教社会学者 に よっ て 、 日本の 世俗化の 研究 も数 多 くされて い る。 また 、第三 世界に

つ い て の 研 究 も行 われ て い る。世俗化 の 普遍性 と特殊性 を見極め る研 究は、宗教社 会学 に残 さ

れ た課題で ある 。
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　 日本の 近代化 と宗教思想の役割に関す る研 究で も著名な、宗教社会学者ベ ラ
ー

（Robert　Bellah，

1927〜）は、1967年の 論文
「
ア メ リカ の 市民宗教 」 に お い て 、

「
ア メ リカ に は教会 と並 ん で 、そ

れ とは明確に分 化 された もの として 、 精巧 な高度に制度化 され た市民宗教 （civil　religion ）が

現実に 存在 して い る」
37》 と、述べ て い る。

　ベ ラーは、1961年の ケ ネデ ィ大統領就任演説に 注 目して 、「こ の 演説全体は 、ア メ リカ の 伝統

に非常に深 くひ そん で い る
一

つ の テ
ー

マ
、 す なわ ち神の 意志 を地 上で実現する とい う集団的 、

個 人的な義務 を新 しく述 べ た に他 な らない もの として 理解 で きる。こ れは ア メ リカ を創立 した

人 々 の 動機 とな っ た精神 で あ り、それ以後の 各世代 の なか に存在 して い た 」
38＞

と、指摘す る 。

　フ ラ ン ク リン 、ワ シ ン トン 、ジ ェ フ ァ
ー

ソ ン や リン カ
ー

ン にお い て も、また、ケ ネデ ィ や ジ

ョ ン ソ ン に お い て も、彼等の 演説で の 宗教的言及 は 、宗派的で も何 か特殊 な意味で の キ リス ト

教的で もな い
。 それ らは私 的見解だ けで な く、公 的見解 を反映 して い る 。 す なわ ち、アメ リカ

的精神 とも言 うべ き、文化 として の 宗教で ある市民宗教は、単 なる宗教一般 では な い 。それ は、

「
ア メ リカ に つ い て の 話題 となる と明確 に特殊で あ っ た 。 まさしくこ の 特殊性 の為 に、市民宗

教は空虚 な形式主義か ら救わ れ 、 国民の 宗教的 自己理 解の 真の 媒体 として役 立 っ た の である。 」
39｝

　
「
良心 の 安 らぎをわれ わ れ の 唯

一
の 確か な報酬に 、歴史 をわれわれの行為の 最終的な判定者 と

して、神 の 祝福 と神 の 助 けを願 い つ つ 、しか し、こ の 地上 に お い て は神 の 御業が真 に われ われ

自身の 仕事で なければな らない こ とを意識 しつ つ 、われ らが愛する国 を導 く為 に前進 しよ う。 」
4°）

こ の ケ ネデ ィ大統領就任演 説 の 締 め く くりに、活動 主義的で、非思弁的な根 本的宗教義務が 象

徴されて い る。こ の よ うな捉 え方が 、ア メ リカ的な物 の 見方 の なか に確立 され 継承 され て い る e

ベ ラ
ー

に よ る と、
「
ア メ リカ の 市民宗教 に中心 的な伝統 を、国民的 自己礼讃の 形式 と して で な く、

国民をそれ を超越す る倫理的基準に従属 させ る もの 、また その 観点か ら国民 を裁定す る基準」
41 ）

として捉えて い る 。

　すべ て の 民族、す べ て の 国民は 、ア メ リカ の 市民 宗教の よ うな ある形態の 宗教的な 自己理 解

に達する もの で あ る と、ベ ラ
ー

は確信する。ア メ リカ の 場合 は、歴 代の 大統領 の 演説 と い う政

治的 レ ベ ル で 、また 、学校教科書 と い う教育的 レ ベ ル で 、世 俗的ある い は思想的形 態で あれ 、

人々 に 秩 序観 と批判精神 を与えて い る と 、
ベ ラ

ー
は論証 する 。 そして、「市民宗教 の伝統の なか 　・

に常に存在 して い る、国民的 自己偶像化の 危険性 を防 ぐような批判的原理 」
42）の 探求 を忘れ な い

。

ベ ラーは 、民衆の 感覚や マ ージ ナ ル ・マ ン の 挑戦的知性 に期待 して い る。

　伝統的な宗教の 衰退 と、新宗教運動の 多様化 と並存と い う現代社会 にお い て 、ベ ラーが、新

たな天蓋 と して市民宗教 に 注 目した こ とは、宗教現象 の
一般的な分 析枠組に再検討 を促す。

　新 世代の 宗教社会学者 ロ バ ー
トソ ン （Roland　Robertson， 1938〜）は、1970年 の 『宗教 の 社

会学』 にお い て、宗教分析の 主要 問題 として、宗教の 定義や宗教性 を考察した 上で、
一般的な

分 析枠組 を論 じて い る 。 文 化的 レ ベ ル と して の く宗教文 化〉 と 〈世 俗文化〉。 社会構造的 レ ベ ル

と して の 〈宗教 の 社会的局面 （宗教的組織や 制度）〉 と 〈一般的社会構造〉。 い ずれ も前者は宗
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教 に関わる側面で あ り、後 者は 非宗教的側面 で ある 。
ロ バ ー トソ ン は 、それ ら四つ の 変数の 明

確 な指標化に よる諸変数間の 相互連関を、 分析枠組 と して提出 して い る 。

43）宗教 的側面 は、状況

に よ っ て独 立変数や媒介変数、従属変数 となる 。

　ベ ラーは、い わゆ る世俗化論者で はな い が、市民 宗教に よっ て宗教文 化の 機能に注目した こ

とは、世俗化論にと っ て も大きな問題 と して残 され て い る 。 また、宗教の パ ーソナ リティ
・

レ

ベ ル にお ける分析 は、世俗化 に よる宗教 の 個 人化や 内心倫理化、私化 との 関連で 、つ ま り宗教

意識や 価値観 の 研究 として深め られなければならな い
。

　先に あげ た 、ギ ラ ッ プ ・
レ ポー トの 「

宗教が ア メ リカ 人 の 生 活に与える影響」 や 「教会出席

率」 等の 調査結果 を見 る と 、 1970年代 で は、宗教が ア メ リカ人の 生活に与 える影響が 強 ま りつ

つ ある と答 えた人 々 の パ ー
セ ン テ

ー
ジは、1970年の 14％か ら1976年の 44％に増加 して い る。逆

に 、影響が 弱ま りつ つ ある と答 え た 入 々 の パ ー
セ ン テ

ー
ジ は、1970年 の 75％か ら1776年の 45％

に減少 して い る 。 その 後の 10年間は、い ずれ も 5％内の 増減で推移 して い る。また、教会出席

率 は 1971年 か ら1985年 まで 、40％か ら42％内に 推移 し、わずか に増加傾 向に ある 。

　「宗教が ア メ リカ人の 生活 に与える影響 」 に つ い て の
、 回答の 層別比 較に よる と 、 性、年齢 、

地域、人種 、教育歴、支持政 党 、世帯 の 年収、宗教 （宗派）等、すべ て の 層にお い て 、影響が

強ま っ て い る と答 えた 人 々 の パ ー
セ ン テ

ー
ジ が 、影響が 弱まっ て い る と答えた 人 々 の パ ーセ ン

テ
ージ よ り高 くな っ て い る 。 他の 調査研究で も同様の 傾 向が 見 られ る ように、1970年以降は宗

教の 復興 とも言 うべ き新 しい 状況が見い 出 され る。

　日本 で は、1973年 を境 目 に 戦後続 い て い た 日本人 の 脱宗教的な傾向が 、宗教的傾向に反転 し

て い る 。 文部省統計数理研究所の
『
日本人 の 国民性 』

44）の調査結果や 、 NHK 放送世論調査所の

『
日本人 の 意識 』

45 ）の 調査結果等が、それ を示 して お り、宗教 回帰現象 と名づ けられ て い る。

　欧米や 日本 に おける、宗教行動や宗教意識 の 調査 で の 宗教へ の 関心 の 高ま りは 、世 俗化 に よ

る宗教 の衰退 と直接的に は合致 しな くな っ て い る 。 世俗化論 に対す る批判や 反省が求め ちれた

訳で ある。ア メ リカで は、伝統的な宗教 （プ ロ テ ス タ ン トを中心 とする、 1丿ベ ラル
・チ ャ

ーチ）

が 復興 した 訳で もな く、宗教の 個 人化 は進展 して い る と見 られ る。第二 次大戦後の ような社会

的変動期や 混乱期 には 、

一
般的 に

一
時的な宗教復興 の 現象が見 られるが 、それ程で な い に して

も、似 た様相 を示 して い る。 ロ ー
マ

・
カ トリ ッ ク教会や 超保守的な福音派 （evangelicals ）、根

本主義 派 （fundamentalists）は勢力を強め 、諸 々 の カ ル トも群立 して い る 。

　1970年以降の 宗教復興現象は、社会構造や文化やパ ーソ ナ リテ ィ の ど の レ ベ ル で の ど の よう

な変化 で あるの か、世俗化論 との 関連 で、詳細に分 析 しなければ な らぬ課題 で ある。宗教 とい

う言葉が制 度化 され た 教会 をイメージ するア メ リカで は、ギ ャ ラ ッ プ 等の 調査結果 も再検討 し

なけれ ば な らな い
。 日本の 世俗化や 宗教 回帰現象に つ い て の 、数 多 くの 研究の 検討 は、稿 を改

め た い と思 う。
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　現代社会学の 創設者 で あ り、宗教社会学の 先駆者で もある、デュ ル ケ ム とウ ェ
ーバ ーの 宗教

理論は 、 現 代社会の 宗教現象の 分析 に もそ の 有効 性 を保持 して い る 。 宗教 の 社会統合的 な機能

や、宗教の 聖俗 に よる定義、ア ノ ミ
ー論等、デ ュ ル ケ ム 理論は世俗化論に よ っ て も、再認識 さ

れ て い る 。 また、宗教の 社会変革的な機能や 、 宗教思想 と社会層の 関係や 、カ リス マ 論等、ウ

ェ バ ー理論 も同様で ある 。

　 コ ッ クス 、ル ッ クマ ン 、バ ーガー、ウ a ル ソ ン 、ある い はベ ラー等の 提起 した問題 の 多くは

今 日 なお宗教社会学の 課 題で ある 。 世俗化をめ ぐる論議は 、宗教社会学の 研究の再 編 を促す契

機で ある 。 また 、 デ ュ ル ケ ム 、 ウ ェ
ーバ ー

、 シ ュ ッ ツ 、
パ ー

ソ ン ズ等の 現代社会学 を導 い て き

た パ ラダイム の 、再検討 の 契機で もある。宗教 と社会の 関係は難解 で あ り、宗教衰退論、宗教

不滅論、宗教進化論、 い ずれ に も容易 に与み で きる もの で は な い
。
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